
新潟市教育委員会

新 潟 市 の
授業づくり

「選択と集中」「やりきる」で

学校が変わる!!
授業構想カードを使い，日常的に取り組む

「選択と集中」「やりきる」で成果をあげる

ねらい

学習課題

まとめ

振り返り

学習課題を生み出す働き掛け

追究する活動や働き掛け
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こ
の
順
序
で
考
え
る

と
、「
ね
ら
い
、
学
習

課
題
、
ま
と
め
」
が
整

合
し
た
授
業
構
想
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
教
科
で
も
、
学
習
課
題
と

ま
と
め
を
位
置
付
け
た
授
業
を

行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
は
学
び

方
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

チーム学校

◇学校全体で「やりきる」こと

◇わたしが特に力を入れたいこと

新潟市が目指 す授業づくり
主体的・協働的な学びを

実現する授業
生徒指導の視点を

意識した授業

全ての子どもが安心  して参加できる授業

め とま

アクテ ィブ・

「学習課題」と「まとめ」のある授業を継
続することで，子どもに学び方が身に
付きます。

授業づくりにおいて，次の四つの視点
を意識することで，子どもに自律性・社
会性が育まれます。

「学習課題」と「まとめ」のある授業では，子どもが見通しをもち，
安心して学習に参加することができます。

「何を学んでいるのか」

「何が分かり，できるように
 なったのか」

「どのように学んでいるのか」

基礎的環境整備

合理的配慮

「学習課題」＝赤枠
「ま と め」＝青枠など
一目で分かる板書の工夫

ICTを活用した
視覚的な資料提示学 習 集 団 全 体 へ の 支 援 個 別 の 支 援

一つの文では，
一つの内容を
説明する。

漢字にルビを振って読みやすくする。
課題の量を調整する。

基礎的環境整備に加えて，
必要に応じた配慮を行うことで，
安心して学習に参加できる
子どももいます。

例えば

目的意識

自己決定

個性・能力

協 同 性

問 題　提 示

学 習　課 題

振 り　返 り

・「問いを見付ける力」が高まり，子どもが
自ら学習課題を設定できるようになる。

・対話によって協働が生まれ，思考が深まる。
・子どもが自ら学習課題を追究できるようになる。

・子どもが自ら分かったことをまとめら
れるようになる。

・子どもが自ら学びを自覚できるように
なる。

・課題が何であるかを明確に捉え，「課題を解決したい」
という思いを強くもつ。

・分かったこと，できるようになったことを明らかにし，
学びの過程を振り返る。

・自分に合った方法や役割を選択する。
・自他の考えを生かしながら，解決を目指す。

・課題解決のために役割を分担する。
・友達と積極的に意見を交流・検討する。

・かかわり合って解決したことのよさを自覚する。

・根拠に基づいて，自分なりの考えをもつ。
・友達の考えを基に，自分の考えを強化・修正する。ニング ラー
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こ
れ
だ
け
は

必
ず
…

◇�主体的・協働的な学びを実現する
　「学習課題とまとめ・振り返り」のある授業

◇生徒指導の視点を意識した授業

◇全ての子どもが安心して参加できる授業

新潟市が目指す授業づくり

ど
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学
級
で
も
共
通
に
行

う
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と
を
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め
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全
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り
続
け
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ど

も
に
力
が
付
き
ま
す
。



優れた学習課題とアクティブ・ラーニング

「学び」を自覚する振り返り

　内容性，情意性，集団性の高い，優れた学習課題を設定します。

　優れた学習課題を設定することで，児童生徒に主体性が発揮さ
れ，対話によって協働性が生まれ，学習が深まります。

　アクティブ・ラーニングを繰り返すことで思考力・判断力・表
現力が高まり，協働して問題を解決する力が身に付いていきます。

　授業の終末や単元の節目の時間に振り返りの場を計画的に設定
し，次の三つの「学び」を自覚できるようにします。

・内容性…�学習課題の求める内容が，学
習指導要領に示されている指
導内容と的確に対応している。

・情意性…�子どもの興味・関心や問題意
識，必要感を基に設定されて
いる。

・集団性…�学級全体が追究に向けての意
欲をもっており，子ども同士
がかかわる必要性がある。
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協　 働 　す 　る　 力

多
く
の
場
合
、
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・
Ｂ
・
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り
返
り
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単
独
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で
は

な
く
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そ
れ
ぞ
れ
を
含
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だ

形
で
行
わ
れ
ま
す
。

Ａ 解決した
　 過程・学び方

Ｃ 情　意
Ｂ 獲得した
　 知識や技能

「学習課題とまとめ・振り返り」のある授業 三つのフレームワーク
※教科・領域の特質や本時のねらい，児童生徒の実態等に合わせ，適切なフレームワークを弾力的に適用します。

【問題解決型】 【技能習得型】 【単元型】全ての授業の基本形 「〜できる」を授業のねらい
として設定する場合

「学習課題」から「まとめ」「振り返り」
までを 複数時間で構成する場合

問題提示

学習課題

アクティブ・ラーニング

まとめ

振り返り

問題解決型 スーパーの方がずっと安いなぁ

でも、コンビニの来客数は年々増えている。

なぜ，コンビニにはたくさんのお客さんが訪れるの
だろうか。

「いつでも，どこでも，すぐに」買える。客が買いやす
いように売り場や品揃えが工夫されている。

私は、夜でも開いていることだけ
がコンビニのよさだと思っていた
けれど、売り場や品揃えも工夫し
ていることが分かった。

コンビニの数が理由だと思っていた
けれど、インターネットで調べてみ
たら、ぼくの予想通りだった。店の数
の違いはやっぱり大きい。

問題解決型

問題提示

学習課題

アクティブ・ラーニング

まとめ

振り返り

問題提示・教材提示・発問等の働き掛けにより，
子どもに「問い（ずれ）」をもたせる。

子どものもったずれを生かし，内容性・情意性・
集団性の高い課題を「問い」の形（疑問形）で設
定する。

疑問形の学習課題に正対した「答え」を子どもと
ともに教師がまとめる。

「どのように学んだのか（自分の考えの変容等）」
を子どもが自分で振り返る。

問題提示

学習課題

アクティブ・ラーニング

アクティブ・ラーニング

まとめ

まとめ

活動のめあて

単元型
2時間構成の例
〈１時間目〉

〈2時間目〉

説得力ある
意見文Ａ

読み手を説得するには，どのように理由を
書けばよいだろうか。

理由の述べ方を工夫して，説得力のある
意見文を書こう。

理由の述べ方を工夫して，自分
の考えを意見文にまとめる。

書いた意見文を読み合い，相互
評価する。

説得力に欠ける
意見文Ｂ

主張を支える説得力
のある理由の述べ方
やその効果について
話し合う。

次のように理由の述べ方を工夫するとよい。
1.「もし」を使って，対論の弱点を仮定する。
2.「しかし」を使って，自分の主張を強化する。
3.「例えば」を使って，具体例を挙げる。
4.「つまり」を使って，理由をまとめる。

次のように理由の述べ方を工夫するとよい。
1. 「もし」を使って，対論の弱点を仮定する。
2. 「しかし」を使って，自分の主張を強化する。
3. 「例えば」を使って，具体例を挙げる。
4. 「つまり」を使って，理由をまとめる。

振り返り
最初は，理由の書き方が
分からなくて，一文しか
理由を書けなかったけれ
ど，四つのつなぎ言葉を
使ったら，理由を詳しく
書くことができた。

最初は，友達に分かっても
らえなかったけれど，四つ
のつなぎ言葉を使って理由
を書いたら，自分の考えを
納得してもらえた。

5歩で跳ぶには，どんなリズム
で助走すればよいのだろうか。

イチ，ニー，イチ，ニ，サーンのリズムで
踏み切ればよい。

リズムよく助
走したら，強く
踏み切れるよ
うになった。

問題提示

学習課題
アクティブ・ラーニング

アクティブ・ラーニング

まとめ

振り返り

技能習得型

声を出しなが
ら助走したら
リズムがよく
なってきた。

試技や映像を見る。 いくつかのリズムで
試してみる。

自分に合った場を選
び，練習する。

動きを見合い，アド
バイスし合う。

３歩の助走だと物足
りない。もっと勢い
をつけたい。

助走の歩数をもっと
増やしたいのだけれ
ど・・・。

問題提示

学習課題
アクティブ・ラーニング

アクティブ・ラーニング

まとめ

振り返り

技能習得型
問題提示・教材提示・発問等の働き掛けにより，
子どもに「問い（ずれ）」をもたせる。

疑問形の学習課題に正対した「答え」を子どもと
ともに教師がまとめる。

「まとめ」を活用した結果，どうだったのかを振り
返る。（「まとめ」に実感が伴う）

「まとめ」を活用した学習活動を充実させる。

子どものもったずれを生かし，内容性・情意
性・集団性の高い課題を「問い」の形（疑問形）
で設定する。


